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ピクテ・ジャパン株式会社 
 

東京都千代田区丸の内2-6-1 
お問い合わせ窓口 
投資信託営業部 

電話番号 03-3212-1805 
受付時間：委託者の営業日の午前９時から午後５時まで 

ホームページ：www.pictet.co.jp 

  

iTrustスマートシティ 
愛称：未来の街 

 

 

運用報告書(全体版) 
 

第３期 
 

決算日：2024年３月15日 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し

上げます。 

さて、「iTrustスマートシティ」は、2024年

３月15日に第３期の決算を行いましたの

で、期中の運用状況をご報告申し上げます。

今後とも引き続きお引き立て賜りますよう

お願い申し上げます。 
 

当ファンドの仕組みは次の通りです。  
商 品 分 類 追加型投信／内外／株式 

信 託 期 間 
2021年５月28日（当初設定日）から無期限

です。 

運 用 方 針 

主に投資信託証券に投資を行い、中長期的

な信託財産の成長を図ることを目的に運

用を行います。 

主要投資対象 

①ピクテ－スマートシティ投資証券 

②ピクテ－ショートターム・マネー・マー

ケットJPY投資証券 

運 用 方 法 

①指定投資信託証券への投資を通じて、主

に世界のスマートシティに直接的・間接

的に関連する企業の株式などに投資し

ます。 

②実質組入外貨建資産については、原則と

して為替ヘッジを行いません。 

主な投資制限 

①投資信託証券への投資割合には制限を

設けません。 

②投資信託証券、短期社債等、コマーシャ

ル・ペーパーおよび指定金銭信託の受益

証券以外の有価証券への直接投資は行

いません。 

③外貨建資産への実質投資割合には制限

を設けません。 

分 配 方 針 

毎決算時に、原則として以下の方針に基づ

き分配を行います。 

①分配対象額の範囲は、経費控除後の繰越

分を含めた利子・配当等収益と売買益（評

価益を含みます。）等の全額とします。 

②収益分配金額は、基準価額の水準および

市況動向等を勘案して委託者が決定し

ます。ただし、必ず分配を行うものでは

ありません。 

③留保益の運用については、特に制限を設

けず、委託者の判断に基づき、元本部分

と同一の運用を行います。 
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○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 参 考 指 数 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％  ％ ％ 百万円 

2021年５月28日 10,000 － － 10,000 － － 126 

１期(2022年３月15日) 8,965 0 △10.4 10,331 3.3 99.6 120 

２期(2023年３月15日) 8,739 0 △ 2.5 11,314 9.5 99.6 116 

３期(2024年３月15日) 11,607 0 32.8 16,054 41.9 99.6 116 
 

（注） 設定日の基準価額および純資産総額は、それぞれ当初設定価額および当初設定元本額を記載しています。 

（注） 参考指数は、MSCI世界株価指数（税引後配当込み）を委託者が円換算し、設定日（2021年５月28日）を10,000として指数化したものです。

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 参 考 指 数 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率  騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ 

2023年３月15日 8,739 － 11,314 － 99.6 

３月末 8,717 △ 0.3 11,598 2.5 99.6 

４月末 8,794 0.6 11,903 5.2 99.6 

５月末 9,279 6.2 12,480 10.3 99.6 

６月末 9,971 14.1 13,458 18.9 99.6 

７月末 10,030 14.8 13,647 20.6 99.6 

８月末 10,230 17.1 13,867 22.6 99.9 

９月末 9,771 11.8 13,566 19.9 99.6 

10月末 9,192 5.2 13,101 15.8 99.6 

11月末 10,327 18.2 14,105 24.7 99.6 

12月末 10,637 21.7 14,358 26.9 99.6 

2024年１月末 11,047 26.4 15,222 34.5 99.6 

２月末 11,607 32.8 15,973 41.2 99.6 

(期  末)      

2024年３月15日 11,607 32.8 16,054 41.9 99.6 
 

（注） 騰落率は期首比です。 

（注） 参考指数は、MSCI世界株価指数（税引後配当込み）を委託者が円換算し、設定日（2021年５月28日）を10,000として指数化したものです。

 

MSCI世界株価指数は、MSCI Inc.が開発した指数です。同指数に対する著作権、知的所有権その他一切の権利はMSCI Inc.に帰属します。ま

たMSCI Inc.は、同指数の内容を変更する権利および公表を停止する権利を有しています。 
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○当期中の運用状況と今後の運用方針 (2023年３月16日～2024年３月15日) 

 

当期の基準価額は、32.8％の上昇となりました。 

 

  

  
（注） 参考指数は、期首（2023年３月15日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 参考指数は、MSCI世界株価指数（税引後配当込み）を委託者が円換算したものです。 

 

◇主な変動要因 

上昇↑・実質的に組入れているシュナイダーエレクトリック（フランス、資本財・サービス）やVISA（米国、

金融）などの株価が上昇したこと 

上昇↑・円に対して米ドルなどが上昇したこと 

 

  

基準価額等の推移 
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・世界株式市場は、期初から2023年７月にかけては、米地銀の破綻を受けた金融不安が各国当局の迅速な対応

を受けて和らいだことや、米国などでインフレ圧力低下の兆しが高まったことを受け、米利上げの最終局面

が近づいているとの観測が高まったことなどを背景に上昇しました。その後は、米大手格付け会社による米

国国債の格下げや、米国債発行増加による需給悪化懸念、根強いインフレ圧力などを材料に高金利環境の長

期化への警戒感が高まったことなどから、世界の株式市場は下落しました。期末にかけては、米国や欧州で

のインフレの沈静化に進展がみられたことや、主要中央銀行による利上げ停止および利下げ観測が高まっ

たこと、堅調な米景気指標などを背景に米国経済のソフトランディング期待が高まったことなどを材料に、

世界の株式市場は上昇しました。 

・為替市場では、期初の2023年３月から６月にかけては、金融不安への過度な懸念が後退したことや、植田総

裁就任後初回となる日本銀行の金融政策決定会合において、現状の金融政策の維持が決定された一方、欧米

の中央銀行は金融引き締め姿勢を維持するとの見方が強まったことなどから円安・米ドル高となりました。

７月中旬にかけては、日本銀行による金融政策修正観測などを背景に円高・米ドル安が進行する局面もあり

ましたが、その後は米大手格付け会社による米国国債の格下げや米国国債の増発懸念、根強いインフレ圧力

を受けて米長期金利が上昇したことから、11月中旬にかけて円安・米ドル高が進行しました。その後は、米

国のインフレ圧力鈍化や労働市場の需給緩和の兆しなどを背景に米連邦準備制度理事会（FRB）の早期利下

げ期待が高まったほか、日本銀行の金融緩和政策の修正観測などを受けて、2023年の年末にかけて円高・米

ドル安となりました。2024年の年初から期末にかけては、堅調な米景気指標や、FRB高官からの市場利下げ

織り込みについてのけん制ともとれる発言を受けて、早期米利下げ観測が後退したことなどから、円安・米

ドル高となりました。 

 

 

投資信託証券への投資を通じて、主に世界のスマートシティ＊関連企業の株式に投資しました。 
＊スマートシティとは、新しい技術や仕組みなどを活用して、様々な生活インフラが効率的に管理・運営され、環境に配慮しながら人々が便

利で快適に過ごせる都市のことを指します。 

 
 

  

投資環境 

組入状況 
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投資先ファンドの組入状況 

＜ピクテ－スマートシティ＞ 

主に世界のスマートシティ関連企業の株式に投資しました。 

 

◇組入上位10ヵ国・地域    

【期首】  【期末】  

国・地域名 組入比率 

 

国・地域名 組入比率 

米国 69.3％ 米国 72.9％ 

フランス 8.3％ フランス 9.0％ 

英国 6.0％ 英国 7.0％ 

ドイツ 3.5％ スイス 2.9％ 

スイス 3.1％ シンガポール 2.5％ 

シンガポール 2.5％ ドイツ 2.5％ 

日本 1.9％ フィンランド 1.1％ 

オランダ 1.1％ オランダ 1.0％ 

フィンランド 1.0％ ポーランド 0.6％ 

スペイン 0.7％ 中国 0.5％ 

 

◇業種別組入比率    

【期首】  【期末】  

業種名 組入比率 

 

業種名 組入比率 

資本財・サービス 28.6％ 資本財・サービス 28.9％ 

情報技術 23.3％ 不動産 27.2％ 

不動産 23.0％ 金融 17.0％ 

一般消費財・サービス 10.1％ 一般消費財・サービス 11.0％ 

金融 7.8％ 情報技術 9.6％ 

素材 4.9％ 素材 6.0％ 

コミュニケーション・サービス 0.7％ 生活必需品 0.2％ 

生活必需品 0.2％    
（注） 組入比率は当該投資先ファンドの純資産総額に対する評価額の割合です。業種はGICS（世界産業分類基準）のセクターに基づき表示し

ています。 
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◇組入上位10銘柄      

【期首】  【期末】    

銘柄名 国名 業種名 組入比率 

 

銘柄名 国名 業種名 組入比率 

VISA 米国 情報技術サービス 4.7％ VISA 米国 金融サービス 4.9％ 

シュナイダー 

エレクトリック 
フランス 電気設備 4.6％ プロロジス 米国 

工業用不動産 

投資信託 
4.6％ 

プロロジス 米国 
エクイティ不動産 

投資信託（REIT） 
4.5％ マスターカード 米国 金融サービス 4.4％ 

シスコシステムズ 米国 通信機器 3.9％ 
シュナイダー 

エレクトリック 
フランス 電気設備 4.4％ 

マスターカード 米国 情報技術サービス 3.9％ エクイニクス 米国 
専門不動産 

投資信託 
4.0％ 

エクイニクス 米国 
エクイティ不動産 

投資信託（REIT） 
3.7％ 

ウエイスト・ 

コネクションズ 
米国 

商業サービス・ 

用品 
4.0％ 

ウエイスト・ 

マネジメント 
米国 

商業サービス・ 

用品 
3.5％ オートデスク 米国 ソフトウェア 3.9％ 

オートデスク 米国 ソフトウェア 3.4％ 
オーチス・ 

ワールドワイド 
米国 機械 3.9％ 

ロウズ 米国 専門小売り 3.4％ セグロ 英国 
工業用不動産 

投資信託 
3.8％ 

セグロ 英国 
エクイティ不動産 

投資信託（REIT） 
3.4％ 

ウエイスト・ 

マネジメント 
米国 

商業サービス・ 

用品 
3.7％ 

 
（注） 組入比率は当該投資先ファンドの純資産総額に対する評価額の割合です。業種はGICS（世界産業分類基準）の産業に基づき表示してい

ます。 

 

期末の組入上位銘柄は、 

- VISA ：クレジットカード会社。小売り電子支払ネットワーク事業とグローバルな

金融サービスを手がける。 

- プロロジス ：産業用不動産の保有、運営、開発会社。製造業、小売業、輸送業、請負物流

業などを顧客とし、世界各地で事業展開。 

- マスターカード ：資金決済処理サービス会社。クレジットおよびデビットカードの決済処理、

電子マネー、ATM、トラベラーズチェックなどを手がける。 

- シュナイダーエレクトリック：フランスの大手電機メーカー。受配電制御機器、生産自動化システムの製造

を行う。 

- エクイニクス ：世界の主要都市でデータセンターを展開する企業。顧客企業やパートナー

企業同士の直接相互接続を可能にするプラットフォームやソリューション

などを提供。 

などとなりました。 

 

＜ピクテ－ショートターム・マネー・マーケットJPY＞ 

短期金融商品等に投資を行い円建てでの高水準の元本の安定性と短期金融市場金利の確保を目指し運用を

行ってまいりました。 
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当期の収益分配は、基準価額の水準等を勘案し、見送りとさせていただきました。 

なお、収益分配にあてなかった留保益の運用については、特に制限を設けず、委託者の判断に基づき、元本

部分と同一の運用を行います。 

 

◇分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第３期 

2023年３月16日～ 
2024年３月15日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 1,661  
 
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 「当期の収益」および「当期の収益以外」は小数点以下を切捨てて表示しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。

 

○今後の運用方針 

（１）投資環境 

先進国ではインフレの鈍化傾向がみられており、2024年には先進国中央銀行の多くが利下げに転じるとの

見通しが高まっていますが、堅調な労働市場などを受けてインフレ水準は高止まりするとの懸念も燻り続け

ており、インフレや金融政策動向を巡り、株式市場の値動きは大きくなる可能性も考えられます。地球上の多

くの都市（特に先進国）は、インフラの老朽化の問題を抱えており更新のための投資が必要とされています。

更新の際にはそこに暮らす人々の生活の質を高め、かつ環境への負荷などを考慮したより効率性の高いイン

フラに置き換えられるものと期待されます。また、新興国では経済成長や都市人口の急増などにより、新たに

高効率のインフラを備えた街づくりのニーズがあります。都市に暮らす人々のニーズはますます多様化し、そ

れに応える革新的なサービスに対する需要は今後いっそう拡大すると見込まれます。こうした流れの中で、当

ファンドが投資を行うスマートシティ関連株式は大きく恩恵を受け、今後も中長期的に成長が期待できると

考えています。 

 

（２）投資方針 

指定投資信託証券への投資を通じて、主に世界のスマートシティに直接的・間接的に関連する企業の株式な

どに投資します。実質組入外貨建資産については、原則として為替ヘッジを行いません。 

 

＜ピクテ－スマートシティ＞ 

今後も中長期的に成長が期待されるスマートシティ関連の多種多様な企業の株式に分散投資を行っていく

方針です。 

 

  

収益分配金 
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○１万口当たりの費用明細 (2023年３月16日～2024年３月15日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 68  0.680  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 33)  (0.330)  ・ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、各種情報提供等、 
 基準価額の算出等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 33)  (0.330)  ・購入後の情報提供、交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンド 
 の管理および事務手続等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  2)  (0.020)  ・ファンドの財産の保管・管理、投信会社からの指図の実行等の対価 

（b） そ の 他 費 用 55   0.551   (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） ( 43)  (0.436)  ・監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） ( 12)  (0.115)  ・その他は、一部の組入れ投資信託証券の管理報酬および運用報告書等法定の 
 開示書類の作成等に要する費用その他信託事務の処理等に要する諸費用 

 合 計 123   1.231    

期中の平均基準価額は、9,966円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 各項目の費用は、当ファンドが組入れている投資信託証券が支払った費用を含みません。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 

 

  



品 名：90042_140086_003_03_iTrust スマートシティ_1006339.docx 

日 時：2024/4/24 13:01:00 

ページ：8 
 

－ 8 － 

（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有

価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数

で除した総経費率（年率）は1.33％です。 
 

  

  
（注） ①の費用は、「１万口当たりの費用明細」において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 投資先ファンドとは、当ファンドが組入れている投資信託証券です。 

（注） ①の費用は、投資先ファンドが支払った費用を含みません。 

（注） ①の費用と②③の費用は、計上された期間が異なる場合があります。 

（注） ③その他費用の比率が入手できない投資信託証券の場合、②運用管理費用の比率に総経費率を集計しています。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率と異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2023年３月16日～2024年３月15日) 

 

 

銘 柄 
買 付 売 付 

口 数 金 額 口 数 金 額 

国 

内 

 口 千円 口 千円  
ピクテ-ショートターム・マネー・マーケットJPY － － 0.2795 28  

ピクテ－スマートシティ 54 1,770 1,040 36,709  
合 計 54 1,770 1,041 36,737  

 
（注） 金額は受渡代金です。 

（注） 単位未満は切り捨てています。ただし、単位未満の場合は小数で記載しています。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2023年３月16日～2024年３月15日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2023年３月16日～2024年３月15日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○特定資産の価格等の調査 (2023年３月16日～2024年３月15日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2024年３月15日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 口 口 千円 ％ 

ピクテ－ショートターム・マネー・マーケットJPY 1 1 117 0.1 

ピクテ－スマートシティ 3,879 2,893 116,360 99.5 

合 計 3,880 2,894 116,477 99.6 
 
（注） 比率欄は、純資産総額に対する評価額の比率です。 

（注） 口数・評価額の単位未満は切り捨てています。 

 

  

投資信託証券 
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○投資信託財産の構成 (2024年３月15日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資証券 116,477 99.0 

コール・ローン等、その他 1,161 1.0 

投資信託財産総額 117,638 100.0 
 

（注） 評価額の単位未満は切り捨てています。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2024年３月15日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 117,638,595   

 コール・ローン等 1,161,213   

 投資証券(評価額) 116,477,382   

(B) 負債 702,067   

 未払金 114,631   

 未払解約金 162,979   

 未払信託報酬 392,733   

 未払利息 3   

 その他未払費用 31,721   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 116,936,528   

 元本 100,748,794   

 次期繰越損益金 16,187,734   

(D) 受益権総口数 100,748,794口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 11,607円 
 
＜注記事項（当運用報告書作成時点では、監査未了です。）＞ 

（貸借対照表関係） 

（注） 期首元本額 133,242,170円

 期中追加設定元本額 6,104,308円

 期中一部解約元本額 38,597,684円

（注） １口当たり純資産額 1.1607円
 

○損益の状況 (2023年３月16日～2024年３月15日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △       665   

 支払利息 △       665   

(B) 有価証券売買損益 29,768,839   

 売買益 34,987,976   

 売買損 △ 5,219,137   

(C) 信託報酬等 △ 1,468,431   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 28,299,743   

(E) 前期繰越損益金 △11,564,445   

(F) 追加信託差損益金 △   547,564   

 (配当等相当額) (△       316)  

 (売買損益相当額) (△   547,248)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 16,187,734   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 16,187,734   

 追加信託差損益金 △   547,564   

 (配当等相当額) (△       316)  

 (売買損益相当額) (△   547,248)  

 分配準備積立金 16,735,963   

 繰越損益金 △       665   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（0円）、費用控除

後の有価証券等損益額（16,735,963円）より分配対象収益は

16,735,963円（10,000口当たり1,661円）ですが、当期に分配し

た金額はありません。 
 

 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 



＜組入投資信託証券の内容＞ 

 
 
ピクテ－スマートシティ 
形態／表示通貨 ルクセンブルグ籍外国投資法人／円建て 

主 な 投 資 方 針 

・主に世界のスマートシティに直接的・間接的に関連する企業の株式などに投資し、元本
の成長を目指します。 

・対象となる企業は、都市で建設・運営される施設やサービス、インフラなどに携わる企
業のほか、都市が発展する過程で生じる様々な課題を解決する企業などとします（ただ
しこれらに限定されません） 

関 係 法 人 

管  理  会  社： ピクテ・アセット・マネジメント（ヨーロッパ）エス・エイ 
投資顧問会社： ピクテ・アセット・マネジメント・エス・エイ 
保管受託銀行： ピクテ・アンド・シー（ヨーロッパ）エス・エイ 
名義書換事務代行会社、管理事務代行会社、支払事務代行会社：ファンドパートナー・ソ
リューションズ（ヨーロッパ）エス・エイ 

主 な 費 用 
管理報酬等合計：純資産総額の年率0.58％ 
※その他、信託財産に課される税金、弁護士への報酬、監査費用、有価証券等の売買に係
る手数料等の費用が信託財産から支払われます。 

決 算 日 毎年９月30日 
 

「iTrustスマートシティ」は当期末現在において「ピクテースマートシティ」（ルクセンブルグ籍外国投資法人）投資証券
および「ピクテーショートターム・マネー・マーケットJPY」（ルクセンブルグ籍外国投資法人）投資証券を組入れており
ます。以下は、当該組入投資信託証券の内容です。 

添付ファンド_9pt_958092.indd   11 2023/04/23   17:27:47

ピクテ－ショートターム・マネー・マーケットJPY
形態／表示通貨 ルクセンブルグ籍外国投資法人／円建て

主 な 投 資 方 針
・円建てでの高水準の元本の安定性と短期金融市場金利の確保を目的とします。
・短期金融商品等に投資します。
・投資する証券の発行体の信用格付は、A2／P2以上とします。

関 係 法 人

管 理 会 社：ピクテ・アセット・マネジメント（ヨーロッパ）エス・エイ
投資顧問会社： ピクテ・アセット・マネジメント・エス・エイ
保管受託銀行：バンク・ピクテ・アンド・シー（ヨーロッパ）エイ・ジー　ルクセンブルグ支店
名義書換事務代行会社、管理事務代行会社、支払事務代行会社：ファンドパートナー・ソ
リューションズ（ヨーロッパ）エス・エイ

主 な 費 用
管理報酬等合計：純資産総額の年率0.3%（上限）
※ その他、信託財産に課される税金、弁護士への報酬、監査費用、有価証券等の売買に係
る手数料等の費用が信託財産から支払われます。

決 算 日 毎年９月30日

バンク・ピクテ・アンド・シー（ヨーロッパ）エイ・ジー　ルクセンブルグ支店
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